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2011)｡ また､ 参加者は､ SHGに入会してベテラ
ン会員の話を聞き､ 仲間を支えている同病者の
姿を見ることでロールモデルを獲得するという
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本研究の目的は､ セルフヘルプ・グループ (以下､ SHG) に参加するがん患者の体験を明らかにすることである｡ SHG
に参加する女性生殖器がん患者５名を対象に半構成的面接を行い､ 質的帰納的分析を行った｡ SHGに参加するがん患者の
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Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん Ｅさん
年齢 70歳代 60歳代 50歳代 40歳代 40歳代
再発・転移の有無 あり なし なし なし あり
罹患年数 25年 25年 11年 ２年 １年６ヶ月
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